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す
土
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第
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ヤ
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の
ネ
ッ
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ワ
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ク
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第
三
部　

メ
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シ
ア
の
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発
と
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発
に
抗
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る
村
落
社
会

あ
と
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き

参
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索
引
・
写
真
図
表
一
覧

●
太
平
洋
に
点
在
す
る
一
二
の
島
嶼
国
家
は
、
近
代
化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
狭
間
に
揺
れ
続
け
て
い

る
。
こ
れ
ら
「
脆
弱
国
家
」
の
現
在
と
「
国
家
再
生
」
へ
の
住
民
の
活
動
を
つ
ぶ
さ
に
描
く
。

オ
セ
ア
ニ
ア
島
嶼
国
は
い
ず
れ
も
、
未
発
達
な
国
家
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
と
政
治
基
盤
の
た
め
に
「
脆
弱
国
家
」
あ
る
い
は
「
失
敗
国
家
」

と
い
わ
れ
て
き
た
。
二
一
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
も
、
多
く
の
社
会
的

混
乱
が
起
き
て
い
る
。
く
し
く
も
、
二
〇
〇
五
年
に
は
、
三
ヵ
国
で

大
き
な
出
来
事
が
相
次
い
だ
。
フ
ィ
ジ
ー
諸
島
共
和
国
で
は
、
政
府

の
国
家
財
政
の
透
明
性
を
求
め
る
四
度
目
の
ク
ー
デ
タ
ー
が
、
ソ
ロ

モ
ン
諸
島
国
に
お
い
て
は
、
政
治
家
の
不
正
に
か
ら
む
暴
動
が
発
生

し
た
。
そ
し
て
、
ト
ン
ガ
王
国
で
は
、
人
民
（
平
民
）
の
経
済
的
困
窮

に
配
慮
し
な
い
政
府
の
構
造
改
革
に
対
し
て
ゼ
ネ
ラ
ル･

ス
ト
ラ
イ

キ
が
、
そ
し
て
翌
年
に
は
暴
動
が
起
き
た
。
こ
れ
ら
の
動
き
は
、
国

民
が
国
家
運
営
に
対
す
る
政
府
の
姿
勢
を
問
い
、
正
し
て
い
る
点
で

共
通
し
て
い
る
。

オ
セ
ア
ニ
ア
の
島
世
界
に
は
、
一
九
六
二
年
の
サ
モ
ア
独
立
国
（
旧

西
サ
モ
ア
）
の
独
立
以
降
、
九
四
年
の
パ
ラ
オ
共
和
国
の
独
立
ま
で
に

一
二
の
島
嶼
国
家
が
誕
生
し
た
。
こ
れ
ら
の
国
々
は
、
近
代
国
家
と
し

て
の
体
裁
を
整
え
る
べ
く
、
と
り
わ
け
政
治
的
自
律
と
経
済
的
自
立
に

向
け
て
努
力
し
て
い
る
。
政
治
の
面
で
は
、憲
法
の
制
定
、立
法
・
行
政
・

司
法
な
ど
民
主
主
義
に
基
づ
く
制
度
を
整
備
し
て
き
た
。
植
民
地
期
に

は
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
民
主
的
な
政
体
を
樹
立
す
る
一
方
で
、
伝
統

的
な
指
導
者
や
首
長
の
位
置
づ
け
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
首

長
が
担
っ
て
き
た
権
威
・
権
力
と
役
割
を
、
新
し
い
国
家
の
政
治
機
構

と
い
か
に
接
合
な
い
し
並
存
さ
せ
る
か
と
い
う
課
題
で
あ
る
。

一
方
、
経
済
的
分
野
に
お
い
て
は
、
旧
宗
主
国
や
先
進
国
か
ら
の
財

政
援
助
や
経
済
支
援
な
し
で
は
、
国
家
運
営
が
立
ち
行
か
な
い
状
態
が

続
い
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
環
境
の
下
で
島
嶼
国
家
の
エ
リ
ー
ト
た
ち

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
へ
の
参
入
と
競
合
の
方
法
を
求
め
て
い
る
。
具

体
的
に
は
、
外
国
資
本
の
誘
致
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
セ
ク
タ
ー
（
民
間
企
業
）

の
創
生
、
人
口
増
加
と
都
市
集
中
化
の
解
決
な
ど
、
国
家
の
経
済
的
自

立
を
達
成
す
る
に
は
多
く
の
難
問
が
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
る
。

本
書
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
政
治
・
経
済
的
、
そ
し
て
文
化
的
な

影
響
を
受
け
な
が
ら
も
独
自
の
国
家
運
営
や
近
代
化
を
進
め
て
い
る

オ
セ
ア
ニ
ア
島
嶼
国
の
現
在
の
姿
を
描
く
と
同
時
に
、
独
立
以
降
に

顕
在
化
し
て
き
た
「
国
家
の
ゆ
が
み
」
を
正
す
住
民
の
活
動
に
つ
い

て
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
る
。（
ま
え
が
き
よ
り
）


